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インテリジェント ウェイブの
Next Oneにご期待ください
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決算ハイライト（単位：百万円）

代表取締役社長　井
い せ き

関　司
つかさ

上半期 通期

トップインタビュー

上半期の業績について 上回って伸長したことが、全社利益の増加に
大きく寄与しました。これまで強化を徹底し
てきたシステム開発の品質管理と開発コスト
の削減が効果をあげたことも、利益を伸ばす
結果につながったと考えています。

セキュリティ対策製品の販売は、順調に
推移しています。昨年度より販売を開始し
た、標的型攻撃を防ぐマルウェア対策ツー
ルが牽引役となって、当社製の内部情報漏
えい対策システムを含む、様々な製品の納

上半期の当社事業は順調に推移し、当初の
予想を上回る業績となりました。金融システ
ムソリューション事業においては、クレジッ
トカード会社向けのシステム更新や新規の開
発案件に加え、大手証券会社からの大型受注
により、計画どおり売上を計上することがで
きました。また、プロダクトソリューション
事業のセキュリティ対策製品の受注が予想を
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インテリジェント ウェイブの
Next Oneにご期待ください

盤にしつつ、新製品、新サービスの立上げに
注力しています。

新製品の創出としては、すでにひとつの成
果が出ています。クレジットカードの決済や
証券取引関連のシステム開発で培った技術を
基に開発していた、新製品OnCore（オンコ
ア）がこのたび完成し、受注を獲得しました。
OnCoreは、クレジットカード関連の業務シ
ステムにも使われますが、高速かつ大量の
データを瞬時に処理して、様々なネットワー
クやシステムへ伝達する機能を特長としてお
り、いわゆるビッグデータを活用する業務シ
ステムへの展開が期待できます。

カード決済や証券取引のシステムでは、短
時間に膨大な量のデータが発生し、高速な処
理が必要とされます。当社は、こうした業務
分野のシステム開発に多くの実績と経験をも
っており、それを強みとして金融業界だけで
なく、大量のデータを取扱う業界や業務分野
への展開も狙っていきます。また、昨秋より
東南アジアの銀行の方々と直接対話する機会
が増え、それに伴い、OnCoreの商品価値が
認められ始めていますので、機会を窺いなが
ら海外展開も着実に進めていきます。

新サービスの創出として、アクワイアリング業
務（加盟店契約業務）の共同利用型システムを提
供する商談も進めてきました。 Topics

入実績を伸ばすことができました。セキュ
リティ対策市場が拡大するなかで、他社製
品 と の 競 合 は 厳 し さ を 増 し て い ま す が、
様々なセキュリティ対策需要に応えられる
製品を取揃えていることを強みとして、技
術サポート体制の拡充もしっかり進めなが
ら、事業を拡大していきます。

下半期は、クレジットカードやプリペイド
カードの決済業務のシステム開発や、コンビ
ニATMの海外カード対応、証券会社向けのシ
ステム開発等、現在作業中の案件を確実に完
成させることに加え、数多くいただいている
セキュリティ対策関連の引き合いをしっかり
と受注につなげる活動を中心に、増益基調を
維持する経営を継続していきます。

中期的な成長に向けた具体策を実行するた
めの第一歩として、年度当初に組織改正を実
施しました。この結果、社員同士がそれぞれ
の業務領域を越えて連携しやすい環境が内部
に生まれました。好調な経済状況による外部
からの追い風も受けつつ、社員が主体的かつ活
発に動き出した手応えを十分に感じられた半年
となりました。

現在、当社は、既存事業の安定的拡大を基
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010_0058501602803.indd   5 2016/03/17   10:46:26



セグメント情報（単位：百万円）

上半期のほぼ同時期に、地方銀行を含む複
数の金融機関からアクワイアリング業務の
システム開発の引き合いを受け、その際、
顧客ごとにオーダーメイドのシステム開発
ではなく、共同利用型システムを提供する
形での事業開始を決断し、開発の先行投資
に踏み切りました。

金融機関にとっては、初期投資の負担が小
さいため、アクワイアリング業務に参入しや
すくなり、当社の事業機会も拡大することを
期待しています。開発中のシステムは、年内
にしっかりと完成させたうえで、来期から、
より多くの金融機関からの受注獲得へ向けた
営業展開を開始する考えです。

私は、昨年9月の社長就任以来、会社にと
って現状維持はリスクであると考え、社員
が組織の進化を志向する考え方を社内に浸
透させるべく活動しています。一例として、
数々の傑作を生んだ喜劇王チャールズ・チ
ャップリンが、「あなたにとっての一番の傑
作は？」と問われ、「Next One（次回作）。
私の最高傑作は常に次回作です。」と答えた、
という逸話を紹介しつつ、社員には、過去
の成功にも失敗にも囚われず、前を向いて

自分自身と組織の進化に挑戦してもらいた
いと伝えています。

新製品OnCoreの開発は、約１年という短
い期間でしたが、30歳代の社員を中心とした
メンバーが、先輩達から継承した技術を基盤
として、新しい設計思想やツールを用いて完
成させた自信作です。性能や機能から考える
と、劇的に速い開発スピードだという声も内
外から聞かれますが、こうした経験を積み重
ねながら、失敗を恐れずに新しいことに挑戦
する風土を社内に醸成していくことも、私の
役割であると認識しています。

当社は、新規事業で新市場を開拓しなが
ら事業規模を拡大し、着実に右肩上がりの
業績軌道を描ける体制を整え、その成果と
して、株主還元を安定的に充実させていき
たいと考えています。また、上場企業とし
ての企業価値、ブランド価値の向上を目指
す方針も掲げており、その実現へ向けて進
んでいきます。

株主の皆さまには、私どもの挑戦にご期待
いただき、引き続きご支援を賜りますようお
願い申し上げます。
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株主の皆さまへ
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決算情報

（単位：百万円）連結貸借対照表
2015年6月期

期末
2016年6月期
上半期末

流動資産 4,560 4,227

固定資産 1,921 2,028

資産合計 6,481 6,255

流動負債 1,149 963

固定負債 497 456

負債合計 1,647 1,419

純資産 4,834 4,835

負債純資産合計 6,481 6,255

流動資産の大部分を現金及び預金が占めてい
ます。また、負債合計に有利子負債は含まれま
せん。2001年の上場以来、無借金経営を続け
ています。

資産と負債の状況

流動資産
4,560 流動資産

4,227

現金及び預金
2,858

現金及び預金
2,957

2015年
6月期期末

2016年
6月期上半期末

連結キャッシュ・フロー計算書

2015年6月期 2016年6月期
上半期

営業活動によるキャッシュ・フロー 839 △134

投資活動によるキャッシュ・フロー △262 175

財務活動によるキャッシュ・フロー △143 △137

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 437 △98

現金及び現金同等物の期首残高 2,420 2,857

現金及び現金同等物の期末残高 2,857 2,758

2,857 △134 175

前期末比
98百万円の減少

△137 2,758

2015年
6月期期末

営業CF 投資CF 2016年
6月期上半期末

財務CF

連結キャッシュ・フローの状況

連結損益計算書
2015年6月期
上半期

2016年6月期
上半期

売上高 2,844 2,996

売上原価 2,048 2,187

売上総利益 795 808

販売費及び一般管理費 611 606

営業利益 183 202

営業外収益 10 15

営業外費用 10 2

経常利益 183 215

特別利益 ー ー

特別損失 0 16

税金等調整前四半期純利益 183 199

親会社株主に帰属する四半期純利益 245 145

プロダクトソリューション事業においてセキュリ
ティ対策製品の販売が期初予想を上回りました。

セグメント別売上高

期初予想

期初予想比
125％

■プロダクトソリューション事業

実績

300 376

期初予想

■金融システムソリューション事業

実績

2,600 2,619

※過年度に計上した損失についての法人税等の調整が
一時的に発生したため、純利益が約130百万円増加し、
245百万円を計上しました。※
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アクワイアリング業務とは、加盟店を開拓し、クレジットカードが利
用できるように契約する業務や、契約加盟店への売上代金の支払い
等を管理する業務の総称です。
日本の場合、主にクレジットカード会社が、カード発行とともにアク
ワイアリング業務を担っており、カード会社ごとにアクワイアリン
グ業務のためのシステム開発を行い、システムを所有して業務を運
用してきました。
訪日観光客の増加などを背景に、クレジットカードを利用する機会
は今後も増加することが予想され、カード会社や銀行によるアクワ
イアリング業務への新規参入が期待されます。当社は、こうした金
融機関に共同利用型アクワイアリング業務システムをご利用いた
だく提案を行っています。
金融機関は、システムを所有することなく、より早く効率的に業務
を開始することができるのです。

アクワイアリング業務の
事業イメージ

カード発行会社

売上代金
支払い

売上代金
支払い

売上取扱
データ 売上取扱

データ

カード
利用

利用代金
請求

商品・
サービスの

提供
支払い

（自動振替）

アクワイアリング
業務運営会社

会 員

加盟店

CREDIT CARD
0000 0000 0000 000000/00

BANK

S
A
L
ECREDIT CARD

0000 0000 0000 0000
00/00

Shopping

アクワイアリング業務（加盟店契約業務）の
共同利用型システムを提供

〒104-0033　東京都中央区新川1-21-2　茅場町タワー
Tel.03-6222-7111（代表）

株式会社インテリジェント ウェイブ（証券コード 4847）

株主メモ
事 業 年 度 毎年7月1日から翌年6月30日まで
定 時 株 主 総 会 毎年9月
期末配当の基準日 6月30日
中間配当の基準日 12月31日
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

東京都中央区八重洲一丁目2番1号　
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

公 告 方 法

電子公告により行います。
(http://www.iwi.co.jp)
但し、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載いたします。

大株主
株主名 持株数(株) 持株比率(％)

大日本印刷株式会社 13,330,700 50.61 
安達　一彦 2,731,900  10.37  
インテリジェント ウェイブ
従業員持株会 429,000  1.63 

溝田　元一 301,000  1.14 
株式会社SBI証券 284,400  1.08  

株式分布状況
区分 株式数(株) 比率(％)

個人・その他 11,313,688  42.95  
金融機関 373,100 1.42
その他国内法人 13,641,100  51.79
外国法人等 317,000  1.20
証券会社 695,112  2.64

株式の状況
発行済株式の総数
株 主 総 数

26,340,000株
9,808名

会社概要／株式状況（2015年12月31日現在）

会社概要
1984年12月
8億4,375万円
294名（連結）
http://www.iwi.co.jp

設 立 年 月
資 本 金
従 業 員 数
ウ ェ ブ サ イ ト

決算期末 （6月末日）時点で1単元（100株）以上の株式を所有する株主の皆さまを対象に、コンピュータウイ
ルス対策ソフトウェア「Dr.Web（ドクターウェブ）」（Dr.Web社製品）を１ライセンス分お贈りいたします。株主優待

取締役及び監査役
代表取締役社長
専 務 取 締 役
専 務 取 締 役
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

井関　　司
折田　皓二
芦田　義久
垣東　　充
大山　景司
生井　康一
立野岡 健一

松田　　剛
渡部　　晃
白杉　政晴
野村　　齊
小堀　秀明
大西　恭二
櫻井　通晴

Topics

 
http://www.iwi.co.jp/ir/shareholder/ウェブサイト
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